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来週から 3 週間の予定で北京外国語大学で簿記会計の授業をやらせていただく

ことになりました。最も心配なのは寒さですが、寒さに負けずに楽しく学んでこよ

うと思っています。 
 
先週、東京で開催された第 3 回アジア倒産再建シンポジウムに参加した。中国、

韓国、日本の事業再生実務家が 300 人以上参加していたのではないかと思う。主

に弁護士などの法律専門家を中心に大学教授やコンサルタントなどが 2 日間に渡

ってＭ＆Ａや事業再生に関して企業価値評価から労働問題まで 5 つのテーマでシ

ンポジウムが行われた。それぞれのテーマは興味深く、チェアや 3 国スピーカーの

事業再生に関するレベルの高さも圧巻であった。 
中国や韓国における会社更生法等の施行は未だ日が浅く、試行の段階である面

も感じたが、その M&A や事業再生の規模と迫力は日本の再生実務に勝るとも言え

るものであろう。中国の市場経済体制の発展の中での事業再生や、アジア通貨危機

を経て国家のデフォルト寸前から IFM の介入による経済立て直しを行った韓国の

国家レベルでの改革の中での M&A や事業再生は単なる企業レベルを超えた産業

経済レベルの視野と規模の大きさを感じた。また、日本における豊かな企業再生の

経験は両国に有益な示唆を与えるものであると思った。 
 
今回の後援主体の一つである事業再生実務家協会の会員として参加させていた

だいたが、自分のレベルや経験をはるかに超えた内容は、あきることのない有益な

機会であった。ただ一点、シンポジウムの議論の中で、会計専門家として物足らな

かった点は、会計専門家の参加が少ないせいもあってか、全体的に特に中国、韓国

の実例において会計面での議論が欠けていたことだ。 
M&A や再生に当たり、買収の原因や経営者の責任を始め、法務的な検討や再生

手法や再生計画などとともに企業の会計的な正確さもスポンサーや債権者を中心

に検討される。企業評価においても正確な会計実績の経歴や会計方針のレベルは基

礎的な条件として企業評価を左右する。国際会計基準(IFRS)という会計のグローバ

ル化と併せて、会計は企業の核となるものである。 
 
シンポジウムの後の懇親会において、海外の方も交えて海外に進出している法

律家や証券会社の方々と話合う機会があった。 
その中で、規制が多く、少子高齢化で縮小する日本市場は別として、日本企業

の組織には魅力がある。投資機会に積極的で、投資資金を潤沢に有する中国、韓国

にとって日本企業の持つ企業継続や組織の維持のノウハウ、それは新しい企業の展

開にとって欠くことのできないものである。資金を有して、東アジアの優秀な人材

のみによって企業を立ち上げても、企業らしい企業にはならない。日本の企業を買

収し、その組織の良い所、凝縮した良い種子を、そこへ継ぎ木するような感じで東

アジアへ進出し優秀な人材を糾合して事業を展開し拡大する。これが東アジアでの

企業展開のノウハウであると感じた。 


